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◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
一
号
）（
専
決
処
分
）

　
平
成
二
十
七
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
八
千
六
十
二
万
千
円
が
追

加
さ
れ
、
予
算
総
額
十
一
億
七
百

六
十
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
六
年
度
の
歳
出
に
対

し
て
歳
入
が
不
足
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
６

６
条
の
２
の
規
定
に
よ
り
平
成
二

十
七
年
度
の
歳
入
を
平
成
二
十
六

年
度
に
繰
上
げ
て
補
填
す
る
た
め

の
補
正
予
算
を
地
方
自
治
法
第
１

７
９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
専

決
処
分
し
た
も
の
で
す
。

◆
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、

平
成
二
十
七
年
四
月
か
ら
公
費
を

投
入
し
て
低
所
得
者
の
第
一
号
保

険
料
軽
減
強
化
を
行
う
こ
と
と
さ

れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
条
例
の
一

部
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
渡
島
公
平
委
員
会
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

　
渡
島
公
平
委
員
会
か
ら
南
渡
島

青
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー
組
合
が
脱

退
す
る
こ
と
に
伴
う
提
案
で
す
。

◆
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

【
取
得
財
産
】
除
雪
ド
ー
ザ
。

【
取
得
金
額
】
千
四
万
四
千
円
。

【
取
得
の
相
手
方
】

　
札
幌
市
西
区
発
寒
　
条
　
丁
目

１６

１３

　
７
番
　
号
１１

　
北
海
道
運
搬
機
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
社
長
　
神
田
康
之

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（

第
二
号
）

　
平
成
二
十
七
年
度
一
般
会
計
予

算
の
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
千
八

百
六
十
一
万
二
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
四
十
一
億
六
千
五
百
一

万
二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
お
も
な
も
の
は
、
歳
入

が
国
庫
支
出
金
や
繰
入
金
な
ど
の

追
加
、
歳
出
は
、
積
立
金
や
臨
時

福
祉
給
付
金
事
業
費
な
ど
の
追
加

で
す
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

　
平
成
二
十
七
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
予
算
の
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
四
百
三
十
一
万
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
七
億
千
六
百
六
十
七
万

七
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
お
も
な
も
の
は
、
歳
入

が
国
庫
支
出
金
や
繰
入
金
な
ど
の

追
加
、
歳
出
は
、
介
護
保
険
法
改

正
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
費
の
追
加

で
す
。

 

　
第
二
回
町
議
会
定
例
会
に
あ
た

り
行
政
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
般
会
計
は
、
形
式
収
支
に
お

い
て
八
千
六
百
五
十
五
万
一
千
円

の
繰
越
し
と
な
り
、
翌
年
度
へ
繰

越
す
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援

の
た
め
の
交
付
金
事
業
の
財
源
六

百
十
五
万
七
千
円
を
差
し
引
き
、

実
質
収
支
八
千
三
十
九
万
四
千
円

の
余
剰
金
を
生
じ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
繰
越
分
を
除
い
た
予

算
に
対
し
て
千
七
百
五
十
六
万
九

千
円
の
増
で
、
町
税
が
、
予
算
に

対
し
千
二
百
八
十
五
万
二
千
円
の

増
と
な
り
、
歳
出
は
、
平
成
二
十

七
年
度
へ
の
繰
越
分
を
除
い
た
実

質
の
不
用
額
は
、
六
千
二
百
八
十

二
万
五
千
円
で
あ
り
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
、

百
十
二
万
三
千
円
の
繰
越
し
と
な

り
ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、

八
千
六
十
二
万
円
の
赤
字
と
な
り

ま
し
た
。

　
赤
字
と
な
っ
た
要
因
は
、
前
年

度
に
交
付
さ
れ
た
交
付
金
等
の
精

算
に
伴
う
返
還
金
及
び
保
険
給
付

の
増
で
あ
り
ま
す
。
平
成
二
十
六

年
度
の
赤
字
は
、
平
成
二
十
七
年

度
の
歳
入
を
繰
り
上
げ
て
補
て
ん

す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
五
月
二

十
九
日
付
け
で
平
成
二
十
七
年
度

補
正
予
算
を
専
決
処
分
い
た
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
療
養
給
付
費
等
負
担
金

等
は
、
翌
年
度
に
お
い
て
精
算
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
精
算
額
が
確
定

次
第
、
議
会
へ
補
正
予
算
を
提
案

い
た
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
三
千

八
百
五
十
四
万
九
千
円
の
繰
越
し

と
な
り
ま
し
た
。
繰
越
し
と
な
っ

た
主
な
要
因
は
、
介
護
保
険
給
付

費
な
ど
の
減
に
よ
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
な
お
、
介
護
保
険
給
付
費

に
係
る
交
付
金
等
は
、
給
付
費
の

割
合
で
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
平

成
二
十
七
年
度
に
精
算
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
精
算
額
が
確
定
次
第
、

議
会
へ
補
正
予
算
を
提
案
い
た
し

ま
す
。

　
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、

経
費
の
節
減
に
努
め
る
な
か
、
各

支
出
科
目
の
不
用
額
の
発
生
等
に

よ
り
、
五
百
十
九
万
九
千
円
の
繰

木幡町長の

　
＝平成２７年６月１６日＝

行 政 報 告

各各各各各各各各各各各各各各
会
計

 
決
算
見
込
み

　平成27年第二回町議会定例会が、6月16日に開会さ
れ、19日に閉会しました。
　この町議会定例会では、木幡町長の行政報告のあと、
承認1件、議案5件について審議しました。
　おもな内容については、次のとおりです。
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